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／／  φ  其の島に天降り坐して，天の御柱を見立











































































































































































に幸行しき。故， φ  豊国の宇沙に到りし時に，其
の土人，名は宇沙都比古・宇沙都比売の二人，足一


















に到り坐して，禊祓しき。故， φ  投げ棄つる御杖
に成りし神の名は，衝立船戸神。次に［中略。同様
のφが続く］。／是に， φ  詔はく，「上つ瀬は，瀬
速し。下つ瀬は，瀬弱し」とのりたまひて，初めて
中つ瀬に墮ちかづきて滌ぎし時に，成り坐せる神の
名は，八十禍津日神。次に，［中略］。次に， φ  其
の禍を直さむと為て成れる神の名は，神直毘神。次















































































に当りて，  φ   其の御髪を額に結ひき。爾くして，
小碓命，其の姨倭比売命の御衣・御裳を給はりて，














時に， φ  日下の直越の道より，河内に幸行しき。
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生りき。  φ  是




生りき。 φ  是を抜き




はしめき。爾くして，  φ  御佩かしせる十拳の剣を







































































































































































































































　　　その他（四型の複合など） 32個 （31％） 
























































































































































はぬ人等とを言向け和し平げき。／故爾くして，  φ 
相武国に到りし時に，其の国造，詐りて白ししく，「此
の野の中に大き沼有り。是の沼の中に住める神は，
甚だ道速振る神ぞ」とまをしき。是に，  φ　其の神
を看
みそこなは
行さむとして，其の野に入り坐しき。爾くして，
其の国造，火を其の野に著けき。故，  φ　欺かえぬ
と知りて，其の姨倭比売命の給へる嚢の口を解き開
けて見れば，火打，其の裏に有り。是に，  φ　先づ
其の御刀を以て草を刈り撥ひ，其の火打を以て火を
打ち出して，向ひ火を著けて焼き退け，還り出でて，
皆其の国造等を切り滅して，即ち火を著けて焼きき。
故，今に焼遺と謂ふ。／［pp.223−227］
　これは，ヤマトタケルが伊勢，尾張，相模で活躍
したときの話であるが，いずれもφである。読み手
はヤマトタケルに感情移入して，ともに旅をするの
である。
